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＜連絡事項＞

西エレーベター故障の為、使用不可となります
使用時は、南を通ってエレーベターを使用して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・三浦　綾子様～1/23、15：00～16：00迄コロナワクチン接種券を自宅へ取りに行く目的、自宅の様子確認の為、担当スタッフと外出。主治医に申請済
・澤田　裕也様～本日で青山荘の外泊体験利用から帰院する時間15時が青山荘側の都合で14時に帰院する予定となった事のお知らせがｓｗ小屋敷さんからありました。
　　　　　　　　帰院後、青山荘から連絡があり2/7　14：00受け入れで調整可能との事。主治医へ伝え退院指示受けている。
・歯科受診の患者様、三浦　綾子様、松谷さと子様、岡本将孝様、畑中　成夫様、次回（1/28）予定です。中川原　義雄様は今回で終了となります。
＜要注目患者様＞
・若沢　理子様～レストラン移動の声かけに、朝食はいらない。「人が沢山いる所はいたくない」と食欲不振を訴える為 病棟に朝食持参すると、妄想に左右された動作あるが、ゆっくり摂取できている。レストランから他者が戻ってくると席をかえる事あるが全量摂取する。30分程自室で臥床されるがスタッフオフイス前に来られ背部の軟膏塗布を希望し塗布後 ホールで絵を描いてもいいと言いながら時々踊りをしている姿が見られスタッフに話し掛けあるが、行動に落ち着きなく幻聴が強くなった事や行動に落ち着きない為、継続指示不穏時）レボトミン（25）1T服用。以後行動が落ち着きパンチ棒に掴まって過ごしている。今後も所在確認や言動に注目し関わっていきます。
・坂本　福子様～夜間良眠で眠気を訴え離床に時間要していた。午前のプログラムには眠気を言いながらも最後まで参加していた。
・小笠原　文人様～深夜の交替時から全裸になっており、汚れたリハビリパンツ数枚と衣類がベッド下に散乱しており失禁して着替えたと話すが座位も保持出来ずふらつく為介入要していた。6：50訪室すると、パンツを探しているが衣装ケース内を何ども出したり引っ込めたりしている。 その後、「リハビリパンツを探していた」と言い履いている。今朝は洗濯準備しているが、時間になっても洗濯をする様子見られず声掛けで始めているがタオルケットを洗いたい、雑巾を洗いたいと言い洗濯を実施する。洗濯終了後、洗濯物を干す段階に急に指示動作入らず、洗面器に濡れた衣服を入れ車椅子で運ぶが次の動作出来ず叫んで言い訳し行動にまとまりない言動が見られていた。10時頃ベッドを動かし、床頭台をベッド前に置き車椅子を入れている行為みられ元の場所に戻す。昼食前車椅子に座りながら手叩いたり放歌後、「皆さんご飯ですよ、ドラえもんが言っています」と空笑しながら、話していた。奇異行動や独語は持続し纏まらない言動みられています。言動を注目し他者とのトラブルないよう注目していきます。
・飯豊　信雄様～起床後スタッフオフイスに来られ、2/10か2/11に「電話をして良いと言ったよな」と話してくる。 幻聴の確認には、間を空けて「電話していいですか」と聞きなおしている。また、朝食後薬服用後奇声が聞かれ、なんでもないと言いながらニヤツキや奇声が聞かれていた。他者とのトラブルにならないように様子観察していきます。
＜田名部Dr診察＞
・金　留示子様～夜間の睡眠は改善してきたと話しており、服薬は同内容で処方となる。現在は気分の落ち込みはなく落ち着いている。今後は担当スタッフと手帳を取りに役所へ出掛ける予定。
・高田　マキ様～薬剤変更後より苛々すると訴えがあり、ラツーダ（20）1Tを中止し、チミペロン増薬となる。
・高橋　義明様～夜間の睡眠が不安定となっている事を情報提供し、薬剤調整について説明するが、首のしこりや副作用を理由に拒否。処方変更せず継続。
・佐野　貢様～アルコールやタバコはやっぱり欲しいと考えることはあると話す。
・飯豊　信雄様～気分高揚や奇声をあげる様子がみられている事を情報提供しているが、診察時には苛々することや気分変動はないと話す。幻聴として機会の様な音はすると訴えている。
・若沢　理子様～幻聴や睡眠状況を確認するが、主治医からの質問には無言。急な奇異行動や唐突な発言は聞かれている。牛乳からヨーグルトに変更したいと希望があり、1/22から変更となる。
・三浦　綾子様～幻聴は落ち着いていると報告。夜間はトイレに覚醒することはあるが、再入眠は出来ている。
・平野　稔様～気分は落ち着いているし、夜間の睡眠も取れている。退院について家族へ確認を取る段階は進んでいない。
・畑中　成夫様～疼痛については、起きる時に痛みはあるが落ち着いているとの事。ジクロフェナクは継続処方となる。「他者からの嫌がらせは続いている」と訴えており、「成田さんと自分の関係に対してやきもちが毎日ある」と訴える。
・馬渡　澄雄様～調子は良く作業療法にも参加出来ている。苛々は見られず、骨折部位の疼痛もないと話す。
・澤田　裕也様～青山荘の体験を実施し2/7　14：00退院の予定。気分の落ち込みはなく、体調も良い。
・岡本　将孝様～排便が緩く、下痢のような状態が続いていると訴えあり、酸化マグネシウム（330）6錠⇒3錠へ変更。食事は歯の調子が悪くて万全ではないと訴え、気分も退院を考えて落ち込んでいると話す。レキサルティ（1）1錠⇒（2）1錠へ増薬となる。
　
・久保　興介様～メモを持参し、“現状維持、青山荘体験を勧めたい、保留”と記載している。幻聴についてはアドバイスの様な物が聴こえるとの事。青山荘の体験は状態を見ながら進めていくことを説明している。
・高橋　伸治様～体調は変わりなく、作業療法ではロジックを1日25マス目標に取り組んでいると話す。
＜田名部Dr退院支援員会＞
・金　留示子様～退院先を本人はGHを希望しているが受入れ家族がない状況、自立に向けて施設か単身生活の環境整備が必要で方向性を検討中。

・高田　マキ様～母様は外出訓練に対しては協力的であるも、自宅退院は検討していくとの事でご家族は今後の受け入れ先として施設入所方向を検討するが、妄想が常に存在している状況下では受け入れ施設がない状況 で進展できない　支援としては外出泊訓練を実施し、家族関係を維持する決められた範囲内で買い物し嗜好品を管理できるよう指導し、妄想による他害なく安全に日常生活を送る事が出来る自己管理能力の向上に努める事を目標として関わっていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　

・高橋　義明様～兄様は同居に対しては拒否的で家族は施設入所を希望しているが精神症状不安定で、幻聴に左右され日課への支障ある為生活リズムを整える為必要時声掛けを行い適切な薬物療法を行えるよう自己服薬管理を行い確実に服薬出来る様支援している状況。

・佐野　貢様～家族は遠方で保護者は姉の夫だが非協力的。入院前は自室に篭り飲酒と喫煙がみられていた。退院先は施設入所希望も聞かれている為、今後の方向性の相談を義兄様に三戸町包括に相談しに行って頂くよう説明し連絡待ちとなっている状況。　

・飯豊　信雄様～本人が施設入所や退院に関して消極的で以前の施設は受け入れ困難の為受け入れ先の施設がない状況。
・若沢　理子様～母・兄弟も精神科入院中 で保護者の叔母からは受け入れ困難と言われており、生活技能・コミニュケーション能力・自己対処能力の低さから施設探しは困難で現在精神状態不安定さあり、興奮・不穏状態になり自傷・他害・器物破損行為に至る可能性がある為、進展できない状況。

・三浦　綾子様～自宅退院の場合、本人様を監督する方の不在で本人様は自宅退院を希望しており、退院前にサービスの調整が必要で現在生活リズムを乱さないよう適宜介入し基本的生活習慣の確立（食事・排泄・保清等）は問題ないが退院先が未定の為、進展できない状況。

・平野　稔様～本人は自宅を希望しているが、兄は同居を拒否的 、施設を希望している

GH「杜の館」は退所となっているGH入所及び就労支援事業所の選定が必要

支援として自宅への退院も視野に外泊訓練を行っていくＧＨ等の障害者施

設の入所検討していく。今年自宅外泊訓練実施している状況で受け入れる

場所が未定。

・畑中　成夫様～自宅への受け入れ不可退院後は施設検討必要幻聴や幻臭、妄想等に左右されず安全に日常生活を送る事ができる事を目標として　確実な投薬、服薬の必要性を理解する為、自己服薬管理は持続だが、妄想発言は軽減せずに経過している為施設入所検討前に他病棟の転出検討の視野に入れている為進展なし。
・馬渡　澄雄様～本人兄様と同居希望だが、他の家族様は施設入所希望だがアルコール依存症により再飲酒の恐れあり。支援として飲酒行動に関わる振り返りが出来ず目標として多飲の原因についての洞察ができ、なお飲酒の弊害についての理解ができる事が課題となっている為進展できない状況。
・澤田　裕也様～保護者（父）は再婚しており、本人への援助は拒否。退院先は施設入所。父への借金返済、入院前は浪費傾向であった。現在生活訓練施設「青山荘」入所に向けて、見学から始まり、体験利用行い、外泊体験を実施中。1/27サービス担当者会議を実施し受け入れが可能か退院後のサービス内容を決めて退院日が決定となる予定です。

・岡本　将孝様～妻様がキーパーソンで治療に協力的、目標として心気的負担が軽減する。　生命に必要な栄養補給ができる様に支援として訴えを傾聴し、作業療法等は無理に促さない状況で抑うつ感、の改善により自宅退院を検討しく。

　

・久保　興介様～退院後、本人様はGH入所希望。家族としては、本人の意思に任せるとの事。興奮・不穏状態がおさまり危険から脱する事ができる事を目標とし関わるが他者とトラブルになりそうな危機のある為、服薬調整中の為、進展できない状況。

・高橋　伸治様～両親他界。たいよう法律事務所での金銭管理。今後とも親族の関係性不良退院後の生活場所がない状況持続ＧＨ等の受け入れが良くない為、現在はＡＤＬ機能の維持・向上を目的として余暇の過ごし方を検討し生活リズムが取れない状況の為再度振り返りし習慣化出来るように目標にして現状維持状況。
